


本
作
品
は
縦
書
き
で
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
覧
に
な
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
表
示
の
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



凡
例

一
、
本
書
の
底
本
に
は
、
寺
本
婉
雅
『
新
龍
樹
傳
の
研
究
』（
大
正
十
五
年
三
月
、
中
外
出
版
）
を
用
い
た
。

二
、
閲
読
の
便
の
た
め
、
底
本
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
整
理
を
加
え
た
。

１
．
旧
字
・
旧
か
な
づ
か
い
を
新
字
・
新
か
な
づ
か
い
に
改
め
た
（
一
部
例
外
あ
り
）。

２
．
漢
字
の
使
用
、
送
り
が
な
等
は
、
現
行
通
用
の
用
字
用
法
に
改
め
た
。

３
．
明
ら
か
な
誤
記
、
誤
植
は
訂
正
し
た
。

４
．
難
読
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
振
り
が
な
を
付
し
た
（
基
本
初
出
の
み
）。

５
．
一
部
の
読
点
を
句
点
に
変
更
し
た
。

６
．
表
記
ゆ
れ
は
最
も
頻
出
の
表
記
に
統
一
し
た
。

７
．
割
註
は
小
書
き
の
一
行
書
き
に
変
更
し
た
。
通
常
の
括
弧
書
き
、
小
書
き
の
括
弧
書
き
の
区
別
は
原
文
マ

マ
。

８
．
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
等
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
お
い
て
、Ç

, ç

（
セ
デ
ィ
ー
ユ
付
き
C
）
を
、
現
行
の
転
写
慣

例
に
従
い
、Ś, ś

（
ア
キ
ュ
ー
ト
付
き
S
）
に
改
め
た
。

三
、
［　

］
内
は
底
本
に
は
存
在
せ
ず
、
編
者
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
編
者
に
よ
る
註
記
の
外
、
読

み
下
し
文
、
和
訳
文
に
用
い
た
。

四
、
［
＊
a
］
～
［
＊
g
］
は
編
者
に
よ
る
註
記
で
あ
り
、
巻
末
に
編
註
と
し
て
ま
と
め
た
。



五
、
簡
易
な
註
記
、
補
足
等
は
、
［　

］
で
括
っ
て
本
文
中
に
挿
入
し
た
。

六
、
原
文
に
お
い
て
、
漢
文
の
み
で
読
み
下
し
文
の
な
い
も
の
に
は
独
自
に
読
み
下
し
文
を
付
加
し
た
。
そ
の
際
、

最
も
標
準
的
と
思
わ
れ
る
読
み
下
し
方
を
採
用
し
た
。
そ
の
た
め
、
原
文
の
返
り
点
通
り
に
読
み
下
し
て
い
な

い
場
合
が
あ
る
。

七
、
外
国
語
文
で
和
訳
の
な
い
も
の
に
は
和
訳
を
付
し
た
。

八
、「
龍
猛
菩
薩
画
像
の
解
説
」
を
「
龍
猛
菩
薩
画
像
」
の
直
後
に
移
動
し
た
。

九
、
目
次
は
原
文
通
り
で
は
な
く
、
本
書
に
合
わ
せ
て
改
変
し
た
。

十
、
原
文
で
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
ロ
ー
マ
字
転
写
に
つ
い
て
、（
ワ
イ
リ
ー
方
式
な
ど
と
異
な
り
）
大
文
字
と
小
文
字

が
混
在
す
る
著
者
独
自
の
表
記
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
こ
れ
に
倣
っ
た
。
こ
の
独
自
の
表
記
法

に
つ
い
て
、
著
者
は
『
西
蔵
語
文
法
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「〔
備
考
〕
西
蔵
文
字
の
羅
馬
綴
に
就
て—

—

西
蔵
文
字
を
羅
馬
綴
に
書
写
す
る
場
合
に
は
恒
に

発
音
す
べ
き
語
根
の
み
を
華
文
字
に
て
写
し
、
添
前
詞
、
添
後
詞
、
添
重
後
詞
は
文
法
上
時
々

変
動
し
て
発
音
せ
る
と
せ
ざ
る
に
依
り
何
れ
も
細
字
に
て
書
写
す
べ
し
。
発
音
の
最
も
困
難
な

る
西
蔵
文
字
を
写
す
に
は
、
斯
く
華
文
字
と
細
字
と
を
以
て
写
し
分
け
る
こ
と
に
由
て
一
目
の

下
に
発
音
す
べ
き
語
根
を
容
易
に
見
出
す
を
得
べ
し
。
若
し
然
ら
ず
し
て
英
語
の
如
く
頭
初
よ

り
細
字
又
は
同
一
の
太
さ
の
文
字
に
て
写
す
と
き
は
、
そ
の
語
根
の
何
れ
な
る
や
、
添
前
詞
又

は
添
後
詞
の
何
れ
な
る
や
を
見
分
く
る
に
困
難
な
る
の
み
な
ら
ず
、
か
く
同
様
の
文
字
に
て
写



す
が
如
き
は
西
蔵
文
典
に
通
せ
ざ
る
の
致
す
と
こ
ろ
な
り
と
云
う
べ
し
」（
寺
本
婉
雅
『
西
蔵
語

文
法
』
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
十
五
年
、p.20

）

　
原
文
で
は
上
記
の
規
則
に
加
え
て
、「
た
だ
し
接
尾
辞
は
小
文
字
で
表
記
す
る
」（-pa, -po, -ḥi

な
ど
）
と
い

う
規
則
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
一
部
の
接
尾
辞
は
例
外
的
に
大
文
字
の
ま
ま
で
あ
る
（-B

u, -Su, -

La, -B
aḥi

な
ど
）。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
原
文
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
則
に
則
っ
て
い
な
い
場
合
は
誤
記
と

判
断
し
、
修
正
し
て
い
る
。



新
龍
樹
伝
の
研
究

寺
本
婉
雅





龍
猛
菩
薩
画
像
の
解
説

　
こ
の
龍
猛
菩
薩
画
像
の
口
絵
は
京
都
真
言
宗
東
寺
所
蔵
（
国
宝
）
の
七
祖
像
中
の
一
舗
で
、
弘
法
大
師

真
筆
と
称
せ
ら
れ
、「
国
宝
全
集
」
第
二
十
集
よ
り
転
載
す
［
＊
a
］
。
画
像
に
向
か
っ
て
右
上
隅
に
は
飛

白
体
に
て
「
梵
号
」
と
書
き
、
そ
の
下
に
ナ
グ
ハ
ラ
シ
ュ
ダ
と
悉
曇
字
を
記
入
し
、
左
上
隅
に
は
飛
白
体

に
て
「
漢
飜
、
龍
猛
菩
薩
」
と
書
い
て
あ
り
、
こ
の
ナ
グ
ハ
ラ
シ
ュ
ダ
と
は
正
し
く
龍
樹
の
梵
名
ナ
ー
ガ

ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
認
め
ら
る
。
悉
曇
字
ナ
グ
ハ
ラ
シ
ュ
ダ
の
中
に
て
、
グ
ハ

と
、
シ
ュ
と
、
ダ
と
の
三
字
の
誤
写
の
討
検
に
つ
い
て
は
、
こ
の
画
舗
を
模
写
し
た
る
「
阿
叉
羅
帖
」

と
、
大
師
真
蹟
「
三
十
帖
冊
子
」
と
法
隆
寺
伝
来
貝
多
羅
葉
心
経
の
浄
厳
和
尚
写
本
と
に
対
照
す
れ
ば
明

瞭
と
な
る
。
従
っ
て
正
韻
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
龍
樹
と
訳
す
べ
き
も
、
龍
猛
と
は
訳
出
し
う
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
ま
し
て
ナ
グ
ハ
ラ
シ
ュ
ダ
と
は
何
を
意
味
し
、
何
人
の
固
有
名
詞
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ

る
。〔
著
者
誌
〕



序

　
釈
尊
の
菩
提
樹
下
に
お
け
る
正
覚
成
道
の
体
現
は
、
梵
我
一
如
の
幻
滅
的
厭
世
宗
教
を
否
定
し
、
神
人
二

元
的
奴
隷
宗
教
の
不
合
理
を
絶
叫
し
、
真
理
体
現
と
し
て
の
覚
者
、
人
間
に
即
す
る
神
の
実
現
を
示
し
、
超

我
に
対
す
る
全
的
帰
命
の
正
法
、
動
乱
無
窮
の
実
人
生
に
即
す
る
自
然
法
爾
隨
順
の
大
道
を
開
顕
し
た
も
う

た
。
か
か
る
原
理
生
命
観
に
よ
り
て
当
時
印
度
社
会
に
行
わ
れ
た
る
一
切
の
秘
密
呪
法
の
ご
と
き
、
梵
に
対

す
る
祈
祷
宗
の
絶
滅
を
期
せ
ら
れ
た
。
そ
は
阿
含
経
中
に
明
ら
か
に
密
呪
祈
祷
修
法
を
厳
禁
せ
ら
れ
て
あ
る

の
は
こ
れ
を
証
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
西
暦
一
世
紀
半
時
代
に
龍
樹
菩
薩
出
で
て
、
原
始
仏
教
の
真
意
が
幾
多
の
部
派
的
教
学
の
た
め
に
蔽
掩
せ

ら
れ
た
る
を
慨
し
、
復
興
思
想
を
鼓
吹
し
、
一
乗
即
大
乗
法
を
宣
伝
し
、
大
乗
仏
教
思
想
の
開
拓
者
で
あ
る

と
称
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
。
龍
樹
は
「
中
論
」
を
も
っ
て
そ
の
思
想
大
系
と
す
れ
ば
、
純
仏
教
の
外
何
ら
秘

呪
的
思
想
を
有
せ
な
い
、
大
智
度
論
に
は
般
若
皆
空
の
妙
義
を
直
観
せ
し
め
ん
が
た
め
に
般
若
経
の
声
字
陀

羅
尼
門
を
継
承
し
、
非
思
量
底
の
思
想
を
言
語
音
声
を
借
り
て
表
現
せ
し
め
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
も
と
よ

り
呪
法
に
比
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
る
に
後
世
龍
樹
を
も
っ
て
顕
密
二
教
の
主
唱
者
で
あ
る
か
の
ご
と
く

見
な
し
、
龍
樹
は
仏
の
懸
記
に
応
じ
て
出
現
し
た
る
も
の
な
り
と
し
て
、
入
楞
伽
経
の
ご
と
き
も
の
が
現
わ

れ
、
か
く
て
龍
樹
は
顕
密
二
教
の
八
宗
の
祖
師
と
し
て
崇
敬
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
れ
ど
今
こ
こ
に
余
は
従
来



よ
り
の
こ
れ
ら
の
説
を
否
定
す
べ
き
多
数
の
新
史
料
を
発
見
し
、
龍
樹
に
同
名
異
人
の
二
人
あ
り
、
そ
は
西

暦
一
世
紀
半
時
代
の
古
龍
樹
と
、
西
暦
五
世
紀
半
年
代
の
新
龍
樹
と
で
あ
る
。
前
者
は
純
仏
教
の
復
興
者
で

毫
末
も
密
教
的
色
彩
を
帯
び
て
い
な
い
が
、
後
者
の
新
龍
樹
は
密
教
の
主
唱
者
で
、
坦
特
羅
仏
教
の
宣
伝
者

で
あ
る
。
こ
の
他
古
龍
樹
の
弟
子
に
龍
猛
（
ナ
ー
ガ
ー
フ
ヴ
ァ
ヤ
ま
た
は
龍
叫
）
な
る
も
の
出
で
、
古
龍
樹

の
法
生
二
身
論
の
外
に
法
、
報
、
応
三
身
論
の
著
書
を
も
っ
て
浄
土
教
を
唱
説
し
、
梵
蔵
両
訳
の
「
入
楞
伽

経
」
中
の
仏
懸
記
に
応
じ
て
出
現
し
た
る
こ
と
と
、
か
つ
ま
た
新
龍
樹
の
著
書
と
し
て
六
十
六
種
の
密
教
に

属
す
る
膨
大
な
る
坦
特
羅
乗
の
論
部
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
「
新
龍
樹
伝
」、「
新
龍
樹
伝
の
疏
」、

「
龍
智
伝
」、「
龍
智
伝
の
疏
」
な
ど
新
史
料
の
現
存
す
る
以
上
は
、
古
龍
樹
の
外
に
さ
ら
に
新
龍
樹
の
別
人

の
存
在
し
た
る
史
実
を
到
底
否
む
こ
と
の
不
可
能
な
る
を
認
め
し
め
ら
る
。
よ
し
や
こ
れ
ら
の
六
十
六
種
の

密
教
論
書
が
偽
作
で
あ
り
、
偽
書
で
あ
る
と
の
想
像
を
挟
む
べ
し
と
す
る
も
、
強
い
て
こ
れ
ら
を
否
定
す
べ

き
何
ら
か
の
適
確
な
る
新
史
料
を
提
供
せ
ら
る
る
に
あ
ら
ず
ば
、
新
古
二
人
龍
樹
と
龍
猛
（
ま
た
龍
叫
）
と

の
別
人
説
を
抹
殺
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
と
思
う
。

　
以
上
の
ご
と
き
新
史
料
と
思
想
内
容
と
に
基
づ
き
て
余
は
本
研
究
を
ま
と
む
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
史
的
龍
樹
伝
に
つ
い
て
は
仏
教
史
上
重
要
な
る
研
究
的
対
象
で
あ
る
か
ら
、
世
の
博
雅
君
士
の
御
指
教

を
仰
ぎ
、
ま
す
ま
す
精
研
の
域
に
進
み
た
い
こ
と
を
念
願
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。
本
論
を
草
す
る
に
際



し
、
榊
［
亮
三
郎
］
博
士
、
泉
芳
璟
、
山
口
益
、
井
上
右
近
諸
教
授
、
美
濃
晃
順
氏
等
よ
り
種
々
の
注
意
を
蒙

り
て
よ
う
や
く
結
ぶ
を
得
た
れ
ば
、
こ
こ
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
大
正
十
五
年
二
月
十
五
日

京
都
紫
野
無
隠
庵
に
て

寺
本
婉
雅 

識
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研
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猛
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緒
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）
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（
三
）
古
龍
樹
の
名
義
に
つ
い
て

（
四
）
龍
猛
の
名
義
に
つ
い
て

（
五
）
龍
樹
と
龍
猛
の
混
同
説

（
六
）
楞
伽
経
懸
記
の
龍
猛
人
名
の
起
源

（
七
）
龍
猛
ま
た
は
龍
叫
と
龍
友
の
関
係

（
八
）
古
龍
樹
の
思
想
と
楞
伽
経

（
九
）
古
龍
樹
の
出
生
地

（
一
〇
）
新
龍
樹
の
出
生
地

（
一
一
）
龍
樹
と
羅
睺
羅
跋
陀
羅
の
関
係

（
一
二
）
羅
睺
羅
跋
陀
羅
伝
の
新
古
数
人
説

（
一
三
）
古
龍
樹
時
代
の
娑
多
婆
訶
王
に
つ
い
て

（
一
四
）
優
陀
延
王
と
禅
陀
迦
王
と
の
異
同
に
つ
い
て

（
一
五
）
新
龍
樹
に
関
す
る
史
料
と
年
代

（
一
六
）
新
龍
樹
教
化
の
王
名
異
称
に
つ
い
て

（
一
七
）
新
龍
樹
と
龍
智
と
の
関
係

（
一
八
）
龍
智
と
金
剛
智
と
の
関
係
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（
一
九
）
不
空
金
剛
と
弘
法
大
師
の
真
言
相
承
の
異
同

第
二
章

（
一
）
新
龍
樹
伝
の
研
究
に
つ
い
て

（
二
）
新
龍
樹
研
究
の
批
評
に
つ
い
て

第
三
章

（
一
）
弘
法
大
師
の
龍
猛
菩
薩
の
画
像
に
つ
い
て

（
二
）
弘
法
大
師
の
悉
曇
学
の
韻
訳
に
つ
い
て

付
録



一
、
西
蔵
所
伝
、
新
龍
樹
研
究
史
料
の
和
訳

（
一
）
新
龍
樹
伝

（
二
）
新
龍
樹
伝
の
疏

（
三
）
龍
智
伝

（
四
）
龍
智
伝
の
疏

（
五
）
羅
睺
羅
伝

（
六
）
羅
睺
羅
伝
の
疏

（
七
）
沙
羅
訶
伝

（
八
）
沙
羅
訶
伝
の
疏

二
、
西
蔵
所
伝
、
新
古
龍
樹
の
著
書
目
録

（
一
）
古
龍
樹
の
著
書
（
二
十
九
種
）

（
二
）
新
龍
樹
の
著
書
（
六
十
六
種
）



（
三
）
新
阿
利
耶
提
婆
の
著
書
（
九
種
）

（
四
）
龍
智
の
著
書
（
九
種
）

（
付
）
漢
訳
古
龍
樹
の
著
書
（
十
三
種
）

編
註

著
者
略
歴





新
龍
樹
伝
の
研
究

寺
本
婉
雅 

著

緒
言

　
仏
教
史
上
、
龍
樹
菩
薩
（B

odhisattva N
āgārjuna

）
は
大
乗
仏
教
の
創
始
者
で
あ
り
、
顕
密
両
教
の
各
初

祖
と
し
て
尊
仰
せ
ら
れ
、
印
度
、
西
蔵
、
支
那
、
蒙
、
満
、
朝
鮮
よ
り
日
本
仏
教
史
に
至
る
ま
で
こ
と
ご
と

く
主
要
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
印
度
仏
教
史
、
西
蔵
仏
教
史
上
に
お
い
て
は
大
乗
教
の
興
起
と
、

そ
の
唱
導
者
は
龍
樹
出
世
以
前
に
お
い
て
既
に
大
乗
聖
典
の
出
現
し
、
大
乗
を
唱
導
す
る
も
の
多
く
輩
出
し

た
史
料
を
残
し
て
仏
教
発
達
の
芳
趾
を
物
語
っ
て
い
る
。
西
蔵
所
伝
の
印
度
仏
教
史
に
お
い
て
は
龍
樹
は
新

古
二
人
輩
出
し
、
前
者
は
西
暦
二
世
紀
の
出
現
と
し
、
後
者
は
西
暦
五
世
紀
半
頃
の
出
現
と
す
。
古
龍
樹
は

顕
教
す
な
わ
ち
純
仏
教
を
、
新
龍
樹
は
密
教
を
宣
揚
せ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
古
来
よ

り
大
乗
教
の
創
始
者
を
唯
一
人
の
龍
樹
な
り
と
是
認
せ
る
説
を
根
底
よ
り
転
覆
せ
し
む
る
も
の
で
あ
ろ
う
。



西
蔵
大
蔵
経
丹
珠
爾
部
（ḥStan-ḥG

yur; 

論
蔵
）
の
中
に
、
龍
樹
の
名
に
よ
っ
て
の
著
書
「
六
十
六
種
」
を

テ
ン
ギ
ュ
ル

計
算
せ
ら
れ
得
る
。
古
龍
樹
の
著
書
は
二
十
九
種
あ
り
、
新
龍
樹
の
著
書
の
中
に
そ
の
多
数
の
も
の
は
曼
特

羅
乗
（M

antrayāna

）
や
、
坦
特
羅
乗
（Tantrayāna

）
に
属
す
る
真
言
密
教
の
著
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

て
古
龍
樹
以
外
の
何
人
か
の
著
作
、
あ
る
い
は
仮
名
の
龍
樹
の
著
書
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
疑
惑
を
生
ず

る
の
で
あ
る
。
げ
に
「
六
十
六
種
」
の
著
書
は
こ
と
ご
と
く
「
龍
樹
」
な
る
名
称
を
冠
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
思
想
内
容
と
、
伝
訳
者
の
人
名
な
ら
び
に
年
代
等
よ
り
総
合
し
て
考
研
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
古

龍
樹
の
外
に
新
龍
樹
の
存
在
、
ま
た
は
仮
名
の
龍
樹
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
す
る
よ
り
外 

に
、
こ
れ
ら
の

膨
大
な
る
著
書
は
い
か
に
選
択
し
、
峻
別
し
え
ら
れ
よ
う
か
と
い
う
疑
念
の
雲
を
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
余
は
か
つ
て 

丹
珠
爾
部
よ
り
こ
れ
ら
の
書
類
を
拾
い
集
め
、
そ
の
研
究
の
一
端
を
大
正
三
年
七
月
二
日

発
行
の
「
密
宗
学
報
誌
第
十
三
号
」
に
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
新
古
両
龍
樹
説
の
根
本
史
料
と
し
て
は
梵
蔵
漢
三
種
の
「
入
楞
伽
経
」（Laṅkāvatāra-m

ahāyāna-sūtra

）

を
対
照
研
究
す
る
に
、
梵
蔵
両
訳
は
漢
訳
楞
伽
の
龍
樹
の
懸
記
文
と
相
違
せ
る
こ
と
に
注
意
し
、
梵
訳
で
は

N
āgāhvayaḥ sa nīm

nā

（
彼
の
名
は
龍
の
叫
び
、
龍
の
猛
者
、
龍
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
り
）
と
あ
っ
て
、
蔵

訳
で
はklu-B

os; klu-B
od; klu-ḥB

od.

の
対
訳
と
な
っ
て
い
て
、
龍
樹
（N

āgārjuna

）
と
は
な
っ
て
い
な
い

こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
漢
訳
四
巻
楞
伽
す
な
わ
ち
「
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
」（Laṅkāvatāra-m

ahāyāna-

sūtra, A
.D

.443. by G
unabhadra

）
に
は
、
こ
の
龍
樹
懸
記
の
「
偈
頌
品
」
は
欠
け
て
い
る
が
、
七
巻
と
、
十



巻
楞
伽
（Laṅkāvatāra-sūtra

）
と
に
は
懸
記
「
偈
頌
品
」
が
増
補
せ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
の
三
伝
の
漢

訳
も
な
お
ま
た
梵
蔵
本
と
も
経
典
の
内
容
は
、
法
、
報
、
応
の
三
身
（D

harm
a-kāya, Sam

bhogha-kāya,

N
irm

āṇa-kāyaḥ

）
論
と
、
阿
頼
耶
識
（Ā

layavijñāna

）
に
関
す
る
八
識
論
、
ま
た
は
八
九
識
論
を
詳
述
し

て
あ
る
関
係
よ
り
考
察
す
る
と
き
は
、「
中
論
」（Prajñam

ūla-śāstra-tīkā, A
.D

.409. K
um

ārajīva

［
鳩
摩
羅

什
］
の
訳
）
や
、「
大
智
度
論
」（M

ahāprajñāpāram
itā-śāstra, A

.D
.402-405, K

um
ārajīva

の
訳
）
を
中
心
思

想
と
す
る
古
龍
樹
と
、
入
楞
伽
経
の
懸
記
「
偈
頌
品
」
の
龍
猛
ま
た
は
龍
叫
（N

āgāhvayaḥ

）
と
は
、
い
か

に
し
て
も
異
名
同
人
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
思
わ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
新
龍
樹
説
を
成
立
せ
し
む
る
新
史
料
は
そ
の
種
類
多
数
に
上
る
中
に
て
、
丹
珠
爾
部
（bS-tan-

ḥG
yur, R

gyud-ḥG
rel. Lu, LX

X
X

V
I.

）
に
編
入
せ
ら
る
主
な
る
も
の
は
左
の
ご
と
し
。

（
一
）「
成
道
八
十
四
伝
史
」（C

aturaśītisiddhapravṛitti,G
ruḥ-Tbob bR

gyad-C
u-R

tsa-bShiḥi Lo-R
gyus,

C
om

piled by A
bhavayadattaśri, Lu, p.1-68 b

）

（
二
）「
成
道
八
十
四
伝
史
疏
」（D

ohāvṛittisahita-caturaśītisiddhāvadāna,G
rub-Thob bR

gyad-C
u-R

tsa-

bShiḥi R
togs-bR

jod D
o-ha kG

rel-pa D
aṅ-bC

as-pa,C
om

piled by V
īraprab-hāsvara, Lu, p.68 b-

114 a.

）



（
三
）「
同
史
宝
鬘
」（R

in-chen ḥPheṅ-B
a, R

atnam
ālā, Lo, p.114 a-115 b

）

（
四
）「
成
道
八
十
四
伝
史
誓
願
讃
」（caturaśītisiddhabhayarthanā,G

rub-Tbob bR
gyad-C

u-R
tsa-bShiḥi

gSol-kD
ebs, N

u. LX
X

II. p.306 a-330 a. C
om

piled by Vajrāsana

）

　
も
し
仮
にN

āgārjuna

とN
āgāhvaya

と
は
い
ず
れ
も
そ
の
語
義
に
お
い
て
「
龍
猛
」
と
訳
し
得
る
異
名
同

人
な
り
と
す
る
も
、
入
楞
伽
経
の
三
身
論
、
阿
頼
耶
八
九
識
の
「
唯
識
論
」（Vijñaptim

ātra-śāstra

）
系
の

者
を
も
っ
て
「
中
論
」
思
想
中
心
の
龍
樹
と
同
人
な
り
と
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
な
る
こ
と
で
あ
る
。
よ

し
や
世
親
（Vasubandhu

）
以
後
す
な
わ
ち
西
暦
四
世
紀
以
後
の
楞
伽
の
懸
記
「
偈
頌
品
」
の
増
補
者
が
三

身
論
（Trikāya-śāstra

）
や
、
阿
頼
耶
唯
識
論
（Ā

layavijñapti-śāstra

）
思
想
を
も
古
龍
樹
が
唱
導
せ
し
も

の
た
ら
し
め
ん
と
擬
し
て
、
南
天
出
世
の
懸
記
を
増
補
し
た
る
も
の
な
り
と
解
せ
ん
と
す
る
と
も
、
梵
蔵
等

の
原
典
に
よ
っ
て
新
史
料
が
発
見
せ
ら
れ
た
る
上
は
、
か
か
る
附
会
説
は
も
は
や
梵
蔵
入
楞
伽
経
の
被
懸
記

者
龍
猛
（
ま
た
は
龍
叫
）
を
も
っ
て
古
龍
樹
な
り
と
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
思
う
の

で
あ
る
。
い
わ
ん
や
時
代
を
異
に
せ
る
新
古
両
龍
樹
の
出
現
に
お
い
て
を
や
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
新
古
龍
樹
の
異
同
を
、
以
下
の
項
を
追
う
て
研
究
し
て
み
よ
う
と
思
う
。



第
一
章

（
一
）
古
龍
樹
以
前
の
大
乗
聖
典

　
い
わ
ゆ
る
古
龍
樹
出
世
以
前
に
お
い
て
既
に
無
数
の
大
乗
聖
典
が
世
に
流
布
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る

が
、
龍
樹
出
世
地
方
に
は
散
逸
し
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
情
よ
り
彼
は
諸
国
を
遍
歴
し
、
幾
多
の
大
乗
聖
典

を
蒐
集
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ
ら
の
無
数
の
大
小
乗
聖
典
を
資
料
と
し
、
大
般
若
経

（M
ahāprajñāpāram

itā-sūtra
）
に
よ
っ
て
「
大
智
度
論
」
を
著
し
、「
八
千
般
若
経
」（A

ṣṭasāhasrikā-

prajñāpāram
itā-sūtra

）
に
基
づ
い
て
「
中
論
」（Prajñām

ūla-śāstra, A
.D

.409. K
um

ārajīva

の
訳
）
を
著
し

た
の
で
あ
る
。「
大
智
度
論
」
中
に
引
用
せ
る
大
小
乗
諸
聖
典
は
大
約
一
百
二
十
種
ほ
ど
あ
る
中
、
阿
含
経
が

最
も
多
数
に
引
用
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
左
の
ご
と
き
大
乗
経
典
を
拾
い
挙
ぐ
る
を
得
た
こ
と
は
、
古
龍
樹
出

世
以
前
に
お
い
て
い
か
に
大
乗
が
盛
隆
し
て
あ
っ
た
か
を
う
か
が
い
知
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

（
一
）
大
阿
弥
陀
経
（A

m
itāyus-vyūha-sūtra, A

.D
.25-220. Lokarakṣa

［
支
婁
迦
讖
］
の
訳
？
）

（
二
）
正
法
華
経
（Saddharm

apundarīka-sūtra. A
.D

.265-316. D
harm

arakṣa

［
竺
法
護
］
の
訳
）

（
三
）
毘
摩
羅
詰
経
（V

im
alakvīrti-nirdeśa-sūtra, A

.D
.384-417, K

um
ārajīva

の
訳
）



（
四
）
般
舟
三
昧
経
（Pratyutpanna-buddha-sam

m
ukhāvasthita-sam

adhi-sūtra, A
.D

.25-220.

Lokarakṣa

の
訳?

）

（
五
）
無
尽
意
経
（A

kṣayam
ati-nirdeśa-sūtra, A

.D
.420-479 K

-Yen

［
曇
曜
］, Pāo-un

［
法
勇
］
の
共

訳
）

（
六
）
大
悲
経
（M

ahākārunika-sūtra, A
.D

.550? N
arendrayaṣas

［
那
連
提
耶
舎
］
の
訳
）

（
七
）
十
地
論
（D

aśabhūm
ika-śāstra, A

.D
.508-511. B

oddhiruci

［
菩
提
流
志
］
の
訳
）

（
八
）
華
手
経
（K

uśalam
ūla-paridhāra-sūtra, A

.D
.387-417. K

um
ārajīva

の
訳
）

　
古
龍
樹
の
神
話
的
伝
説
に
、
華
厳
経
（Avatansaka-sūtra, A

.D
.317-420, B

uddhabhadra

［
仏
駄
跋
陀
羅
］

訳
）
を
龍
宮
よ
り
将
来
し
た
と
い
え
ど
、「
大
智
度
論
」
の
中
に
は
「
十
地
論
」
の
外
に
華
厳
経
は
さ
ら
に
引

用
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
か
か
る
伝
説
は
信
ず
べ
く
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
龍
樹
と
ほ
と
ん
ど
同
時
代
に
大
小
乗
の
諸
聖
経
が
支
那
に
将
来
せ
ら
れ
、
各
龍
象
に
よ
っ
て
翻
訳
せ
ら
れ

た
る
も
の
と
、
龍
樹
引
用
の
諸
聖
典
と
の
一
致
せ
る
も
の
を
列
挙
対
照
せ
ば
、
龍
樹
以
前
よ
り
小
大
乗
経
が

支
那
に
東
漸
せ
し
と
と
も
に
、
そ
の
訳
経
年
代
に
よ
り
て
龍
樹
の
年
代
を
推
定
せ
ら
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
の

で
あ
る
。（
諸
経
の
梵
題
は
南
條
［
文
雄
］
博
士
の
大
蔵
経
目
録
に
よ
る
）

（
一
）
法
句
譬
喩
経
（D

harm
apadā-vadāna-sūtra, A

.D
.265-316. Fâ-kü

［
法
炬
］
訳
）



（
二
）
転
法
輪
経
（D

harm
acakra-pravartana-sūtra, A

.D
.25-220. Ā

n-shi-kāo

［
安
世
高
］
訳
？
）

（
三
）
梵
網
経
（B

rahm
a-jāla-sūtra, A

.D
.384-417. K

um
ārajīva

訳
）

（
四
）
賢
劫
経
（B

hadrakalpika-sūtra, A
.D

.300. D
harm

arakṣa

［
竺
法
護
］
訳
）

（
五
）
盾
楞
厳
三
昧
経
（Śūrangam

a-sam
addhi, A

.D
.384-417. K

um
ārajīva

訳
）

（
六
）
諸
仏
要
集
経
（B

uddhasaṅgati-sūtra, A
.D

.265-316. D
harm

arakṣa

訳
）

（
七
）
正
法
華
法
（
前
照
）

（
八
）
大
阿
弥
陀
経
（
前
照
）

（
九
）
毘
摩
羅
詰
経
（
前
照
）

（
十
）
般
舟
三
昧
経
（
前
照
）

（
十
一
）
阿
弥
陀
経

　
そ
の
他
に
な
お
多
数
の
大
小
乗
の
経
典
を
引
用
せ
る
も
の
は
、
ま
た
同
時
代
に
支
那
に
将
来
し
、
翻
訳
せ

ら
れ
て
い
た
が
今
は
こ
れ
を
略
す
る
。
か
く
龍
樹
出
世
時
代
に
は
既
に
共
通
の
多
数
の
大
乗
経
典
が
東
邦
に

流
転
せ
る
か
ら
は
、
龍
樹
出
世
以
前
に
お
い
て
大
乗
聖
典
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
せ
ら
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
古
龍
樹
の
龍
宮
入
り
の
神
話
は
後
世
の
密
教
的
影
響
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
る
で
あ
ろ

う
。



　
羅
什
三
蔵
（K

um
ārajīva

）
の
訳
出
せ
る
「
龍
樹
菩
薩
伝
」（
蔵
九
、
二
四
右 A

.D
.405

）
に
よ
る
も
、
彼
は
大

乗
教
の
創
始
者
た
る
ご
と
き
記
事
は
な
い
。
彼
よ
り
も
以
前
に
世
に
弘
通
せ
ら
れ
て
い
た
る
摩
訶
衍

（M
ahāyāna

）
を
広
く
明
ら
か
に
し
て
天
竺
に
行
わ
し
め
た
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
、
い
わ
く

「
南
天
竺
に
お
い
て
仏
教
を
広
め
、
外
道
を
摧
破
し
、
広
く
摩
訶
衍
を
明
ら
か
に
し
、
優
波
提
舍

さ
い
は

（U
padeśa; 

論
義
）
十
万
偈
を
作
る
。
ま
た
荘
厳
仏
道
論
千
偈
と
、
大
慈
方
便
論
五
千
偈
と
を
作
り
、

摩
訶
衍
の
教
え
を
明
ら
か
に
し
て
、
大
い
に
天
竺
に
行
わ
し
め
、
ま
た
無
畏
論
十
万
偈
を
造
り
、
無
畏

中
に
お
い
て
中
論
を
出
す
」。

　
こ
こ
に
言
え
る
「
無
畏
中
出
二
中
論
一
」
と
は
現
存
す
る
漢
訳
の
「
中
論
」（Prajñām

ūla-śāstra, A
.D

.409.

K
um

ārajīva

の
訳
）
で
あ
っ
て
、
西
蔵
訳
で
は
「
根
本
中
論
無
畏
疏
」（M

ūlam
adhya-m

aka-vṛtti-akuto-

bhaya, dB
u-M

a-R
tsa-B

aḥi ḥG
rel-pa G

a-Las-ḥJigs-M
ed; bStan-ḥG

yur, m
D

o-G
rel. Tsa. X

V
II. p.34 a-

114 a

）
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
西
蔵
仏
教
史
上
重
要
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
漢
訳
の
「
中
論
」
の
偈
頌
は
龍

樹
の
自
作
な
れ
ど
、
そ
の
疏
註
は
青
目
菩
薩
（Piṅgala-bodhisattva

）
の
造
で
あ
る
。
青
目
菩
薩
と
は
西
紀

四
七
二
年
に
吉
迦
夜
（K

e-kiā-ye

）
と
曇
曜
（Thān-yāo
）
と
の
共
訳
せ
る
「
付
法
蔵
因
縁
伝
」
第
六
（
蔵



九
、
百
九
右
）
に
出
づ
る
迦
那
提
婆
（K

āṇadeva

）
と
同
人
で
あ
る
が
［
＊
b
］
、
西
蔵
伝
の
は
偈
頌
も
疏
註
も

共
に
龍
樹
の
自
著
で
あ
る
か
ら
、
龍
樹
の
中
論
と
し
て
は
最
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
漢
訳
の
「
龍
樹
菩
薩
伝
」
に
は
、「
龍
樹
が
外
道
を
調
伏
せ
し
と
き
外
道
は
王
の
宮
庭
で
呪
術
を
も
っ
て
千

葉
の
大
蓮
華
を
化
成
し
、
蓮
華
に
坐
し
て
池
中
に
浮
か
び
、
陸
庭
を
隔
離
し
て
龍
樹
の
跟
随
を
遮
断
せ
ん
と

こ
ん
ず
い

企
て
た
と
こ
ろ
、
龍
樹
は
た
ち
ま
ち
呪
文
を
念
じ
て
六
牙
の
白
象
を
化
成
し
、
象
鼻
を
も
っ
て
外
道
の
坐
せ

る
蓮
華
を
破
壊
せ
し
め
、
つ
い
に
外
道
を
し
て
彼
に
屈
伏
せ
し
め
た
」
と
い
う
神
話
的
挿
話
を
も
っ
て
ほ
と

ん
ど
全
半
の
記
事
を
填
め
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
何
ら
の
密
教
教
理
に
関
す
る
教
理
や
、
経
典
等
は

う
ず

記
し
て
い
な
い
。
外
道
呪
術
の
競
技
談
の
ご
と
き
は
、
当
時
印
度
に
お
け
る
九
十
五
種
外
道
の
常
習
で
あ
る

か
ら
、
仏
者
も
外
道
に
対
抗
策
と
し
て
呪
術
を
も
っ
て
応
酬
論
戦
す
る
が
ご
と
き
神
話
は
、
た
だ
に
龍
樹
の

み
に
限
ら
な
い
の
で
、
普
通
仏
者
の
外
道
退
治
術
に
用
い
た
る
呪
話
で
あ
る
。
故
に
か
く
の
ご
と
き
神
話
を

も
っ
て
古
龍
樹
は
真
言
密
教
の
祖
師
と
す
る
こ
と
は
不
可
で
あ
る
。
ま
た
龍
樹
菩
薩
の
こ
の
記
事
を
そ
の
ま

ま
に
「
付
法
蔵
因
縁
伝
」
に
襲
用
し
て
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
も
顕
密
二
教
に
関
す
る
龍
樹
伝
は
存
せ
な
い
。

曇
曜
の
訳
、「
摩
訶
摩
耶
経
」（M

ahām
āya-sūtra, A

.D
.550-577; Tibetan's; —

Sgru-ḥPhrul-chen-poḥi

R
gyud ces-B

ya-B
a, bK

aḥ-kG
yur. N

a.

）
に
は
仏
の
予
言
と
し
て
、



「
仏
滅
後
六
百
歳
に
し
て
九
十
六
種
外
道
の
邪
見
競
興
し
て
仏
法
を
破
滅
す
。
一
比
丘
あ
り
、
馬
鳴
と

い
う
。
善
く
法
要
を
説
き
、
一
切
外
道
を
降
伏
す
。
七
百
歳
の
後
、
一
比
丘
あ
り
、
龍
樹
と
名
づ
く
。

善
く
法
要
を
説
き
、
邪
見
の
幢
を
滅
し
、
正
法
の
炬
を
燃
や
す
。」

は
た

た
い
ま
つ

　
と
て
以
下
、
千
五
百
年
代
に
至
っ
て
仏
教
衰
滅
す
る
状
態
を
懸
記
し
て
い
る
。
こ
の
経
典
の
編
纂
者
は
龍

樹
出
世
を
予
言
す
る
に
つ
い
て
も
、
顕
教
の
古
龍
樹
の
伝
記
と
し
て
の
叙
述
で
あ
っ
て
、
毫
末
も
新
龍
樹
す

な
わ
ち
真
言
坦
特
羅
乗
に
関
係
す
る
事
績
に
及
ん
で
い
な
い
。
漢
訳
の
年
代A

.D
.550-577

を
顧
慮
す
る
も
、

新
龍
樹
伝
に
関
係
し
て
い
な
い
の
は
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
曇
無
讖
（D

harm
akṣem

a

）
の
訳
出
し
た
る
「
大

方
等
大
雲
経
」（M

ahāvaipulya M
ahām

egha-sūtra A
.D

.397-439

）
に
は
、

「
善
男
子
よ
、
我
涅
槃
の
後
、
千
二
百
年
に
し
て
、
南
天
竺
の
地
に
大
国
王
あ
り
、
娑
多
婆
呵
那

（Sadvāhana

）
と
名
づ
く
。
法
滅
せ
ん
と
す
る
に
垂
ん
し
て
、
余
四
十
年
、
こ
の
人
爾
時
ま
さ
に
中

な
ん
な

に
出
で
て
大
乗
方
等
（M

ahāvaipulya

）
経
典
を
講
宣
し
、
垂
滅
の
法
を
拯
抜
し
、
興
起
し
、
広
く
こ

じ
ょ
う
ば
つ

の
経
を
世
に
流
布
せ
し
む
。」

　
本
経
の
娑
多
婆
呵
那
（Sadvāhana, Sātvāhana

）
と
は
西
暦
二
世
紀
年
代
の
古
龍
樹
と
関
係
せ
る
娑
多
婆

訶
那
（Sadvāhana

）
す
な
わ
ち
玄
奘
の
「
西
域
記
」
に
い
え
る
引
正
王
と
同
名
で
あ
る
が
、
漢
訳
の
年
代
よ



り
見
る
も
古
龍
樹
時
代
の
王
朝
の
名
称
で
あ
る
。
た
だ
仏
入
滅
後
千
二
百
年
の
出
世
と
い
う
年
代
の
み
差
異

を
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
本
経
は
娑
多
婆
訶
那
王
の
出
世
に
よ
っ
て
外
道
の
た
め
に
衰
滅
せ
ら
る
べ
き
仏
法

を
再
興
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
懸
記
で
あ
っ
て
、
龍
樹
の
出
世
懸
記
で
は
な
い
。
西
蔵
甘
珠
爾
部
（bkaḥ-

カ
ン
ギ
ュ
ル

ḥG
yur, Pha. 20

）
の
「
大
雲
経
」（A

rya-M
ahā-m

egha-nām
a-m

ahāyana-sūtra, ḥPhags-pa Sprin-chen-po

Shes-B
ya-B

a Theg-pa chen-poḥi-m
D

o

）
に
よ
れ
ば
、

「
栗
茶
毘
族
（Licavi
）
の
青
年
、
阿
難
陀
（Ā

nanda, kun-dG
aḥ

）
な
る
も
の
を
一
切
有
情
は
難
陀

（dG
aḥ-B

a

）
と
呼
べ
り
。
彼
は
仏
滅
四
百
年
を
経
て
龍
（N

āga, klu

）
と
名
づ
け
ら
る
比
丘
と
な

り
、 

我
が
教
法
を
広
布
せ
し
む
。
彼
の
終
わ
り
に
は
歓
喜
地
光
（Sa-R

ab-Tu D
aṅ-Poḥi-Ḥ

od

）
と
名

づ
け
ら
る
世
界
に
出
現
し
、
如
来
応
供
正
等
智
蔵
光
（tāthāgāta-sam

yak sam
buddha-Jñānākara-

prabha

）
と
名
づ
け
ら
る
べ
し
」
と
。

　「
大
方
等
大
雲
経
」
と
、
こ
の
「
大
雲
経
」
と
は
懸
記
の
内
容
に
お
い
て
相
違
す
る
を
見
れ
ば
、
こ
の
両
経

は
別
本
で
あ
っ
て
、
あ
る
い
は
西
暦
三
百
八
、
九
十
年
間
の
こ
ろ
（
姚
秦
）
竺
法
念
（
凉
州
の
人
）
の
訳
、「
方

等
無
相
経
」
五
巻
（Vaipulyālakṣaṇa-sūtra

）（
欠
本
）
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
西
暦
六
世
紀
年
代

の
月
称
論
師
（C

andrakīrti

）
の
、「
入
中
道
論
自
釈
」
［
入
中
論
自
釈
］（M

adhyam
akāvatārabhāṣya-nām

a

）

の
蔵
訳
（p.76

）
に
大
雲
経
を
引
用
し
て
古
龍
樹
出
世
の
懸
記
に
擬
し
て
い
る
。
そ
は
懸
記
年
代
が
「
仏
滅



四
百
年
」
と
言
え
る
の
と
、「
龍
と
名
づ
け
ら
る
比
丘
と
な
り
て
出
現
す
」
と
い
え
る
文
句
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
下
に
至
っ
て
説
明
す
る
ご
と
く
、
梵
文
「
入
楞
伽
経
」
の
懸
記
「
偈
頌
品
」
の

N
āgāhvaya

な
る
語
義
と
は
何
ら
関
係
を
有
せ
な
い
か
ら
、
し
た
が
っ
て
大
雲
経
と
入
楞
伽
経
と
は
ま
た
無

関
係
で
あ
る
は
言
う
ま
で
な
か
ろ
う
。
ブ
ト
ン
師
（B

u-Ston

）
の
善
逝
宗
教
史
（bD

e-par-gŚegs-paḥi

ḥStan-paḥi gSal-B
yed C

hos-kyi ḥB
yuṅ-gN

as gSuṅ-R
ab R

in-po-C
heḥi-m

D
sod-bShugs-so; 

善
逝
明
教
法

源
流
聖
訓
宝
蔵
史 p.112 b

）
に
も
「
大
雲
経
」
を
引
用
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
外
に
菩
提
流
支
の
訳
、「
提
婆

菩
薩
破
楞
伽
経
中
外
道
小
乗
四
宗
論
」
一
巻
（Śāstra by the B

odhisattva D
eva on the refutation of four

heretical H
īnayāna schools m

entioned in the Lanka-Sūtra. A
.D

.508-535 B
odhiruci

訳
）、「
提
婆
菩
薩
釈

楞
伽
経
中
外
道
小
乗
涅
槃
論
」
一
巻
（Śastra by the B

odhisattva D
eva on the explanation of the N

irvāna

by [tw
enty] heretical H

īnayāna [teachers] m
eintioned in the Laṅka [—

—
avatāra] sūtra, A

.D
.508-535.

B
odhiruci

訳
）
あ
れ
ど
、
こ
の
二
経
は
「
入
楞
伽
経
」
と
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
何
ら
の
関
係
を
有
せ
な
い

も
の
で
、
た
だ
「
楞
伽
経
」
と
い
う
経
名
を
冠
せ
る
が
た
め
に
一
寸
取
り
迷
う
も
の
も
あ
る
が
、
二
経
の
内

容
に
お
い
て
前
者
は
外
道
の
六
十
二
見
を
摧
破
せ
し
も
の
、
後
者
は
外
道
涅
槃
を
粉
砕
せ
る
も
の
で
、
古
龍

樹
に
関
す
る
懸
記
で
は
な
い
。
し
か
も
楞
伽
経
の
名
称
を
付
せ
る
ゆ
え
ん
は
、
恐
ら
く
提
婆
論
師

（Ā
ryadeva

）
の
出
生
地
が
錫
崙
島
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。（F. W

. Thom
as, The

セ
イ
ロ
ン

H
and Treaties, a w

ork of Ā
ryadeva JR

A
S X

III. p.267, 1918.
参
照
）。
姚
秦
の
筏
提
摩
多
の
訳
「
釈
摩
訶



衍
論
」
の
ご
と
き
は
龍
樹
の
造
と
あ
れ
ど
、
該
書
の
内
容
は
起
信
論
の
疏
釈
で
あ
っ
て
密
教
書
で
は
な
い
。

既
に
新
羅
の
某
の
偽
書
な
り
と
の
定
論
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）
古
龍
樹
の
出
世
年
代

　
古
龍
樹
の
出
世
年
代
に
つ
い
て
、「
龍
樹
菩
薩
伝
」（A

.D
.405. K

um
ārajīva

）（
蔵
九
、
百
二
十
九
右
）
に
は
、

「
又
南
天
竺
王
総
二
御
諸
国
一
、
信
二
用
邪
道
一
、
沙
門
釈
子
一
不
レ
得
レ
見
、
国
人
遠
近
皆
化
二
其
道

一
。」

［
ま
た
南
天
竺
の
王
は
諸
国
を
総
御
し
、
邪
道
を
信
用
し
て
、
沙
門
釈
子
は
ひ
と
り
と
し
て
見
ゆ
る
こ

ま
み

と
を
得
ず
、
国
人
は
遠
き
も
近
き
も
皆
そ
の
道
に
化
す
］

　
と
あ
れ
ど
王
名
と
年
代
と
を
欠
く
。「
付
法
蔵
因
縁
伝
」
第
五
（Sūtra [or record] on the N

idāna or

cause of transm
itting the D

harm
apitaka, Tram

slated by ki-kiā-ye. A
.D

.472.

）（
蔵
九
、
百
二
十
右
）
に
も
王
名



を
挙
げ
て
い
な
い
。
鳩
摩
羅
什
は
姚
秦
の
弘
始
三
年
十
二
月
二
十
日
（A

.D
.400.

）、
亀
茲
国
よ
り
後
秦
姚
興

に
迎
え
ら
れ
長
安
に
入
り
、
翌
弘
始
四
年
初
め
よ
り
訳
経
事
業
に
従
事
し
、
正
月
五
日
、
三
昧
経

（Sam
adhi-sūtra

）
を
訳
し
、
二
月
八
日
阿
弥
陀
経
を
訳
し
、
そ
の
夏
、
逍
遥
園
に
お
い
て
「
大
智
度
論
」

（M
ahāprajñāpāram

itā-śāstra

）
一
百
巻
を
始
め
、「
中
論
」（M

adhyam
aka-śāstra

）、 

「
十
二
門
論
」

（D
vādaśam

ukha-śāstra

）、「
百
論
」（Śata-śāstra

）、「
馬
鳴
菩
薩
伝
」、「
提
婆
菩
薩
伝
」、「
龍
樹
菩
薩
伝
」

を
訳
出
し
た
。 
し
た
が
っ
て
羅
什
は
龍
樹
滅
後
百
年
を
越
ゆ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
せ
ら
る
る
の
で

あ
る
。H

oernle

氏
は
龍
樹
の
年
代
に
つ
い
て
左
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

「
西
暦
百
八
十
年
ご
ろ
に
出
で
た
る
大
使
徒
は
龍
樹
な
り
。
彼
は
大
乗
仏
教
の
最
高
原
理
と
し
て
重
用

せ
ら
る
大
智
度
論
を
著
せ
り
。
彼
の
長
命
の
中
に
新
仏
教
は
錫
崙
島
を
除
く
の
外
、
全
印
度
に
弘
通
せ

ら
れ
た
り
。」（H

istory of India, by R
udolf H

oernle. p.52

）

　
西
蔵
史
家Ye-Śes R

gyal-gTshan

（A
.D

.1758-1805

）
の
著
、「
釈
迦
伝
」
に
は
「
仏
滅
四
百
年
ご
ろ
、

イ
ー 

シ
ー
・
ヂ
ャ
ル 

ツ
ァ
ン

南
印
度
ベ
ン
ガ
ル
湾
の
辺
り
、
ザ
ホ
ー
ル
地
に
お
い
て
、
龍
樹
は
出
で
て
、
那
爛
陀
の
座
主
羅
睺
羅
跋
陀
羅

（R
āhulabhadra

）
に
従
い
て
出
家
し
、
具
足
戒
を
受
け
た
り
」
と
あ
り
。
こ
の
仏
滅
四
百
年
説
は
玄
奘

「
西
域
記
」
第
三
（
二
六
頁
）
に
、
迦
膩
色
迦
の
出
世
を
仏
滅
四
百
年
と
せ
る
説
と
符
合
す
る
。
西
蔵
史
で
は

迦
膩
迦
王
（
第
二
世
）
と
、
古
龍
樹
と
は
同
時
代
の
出
世
と
す
る
。
し
か
し
「
西
域
記
」
の
四
百
年
出
世
説
の



迦
王
は
す
な
わ
ち
第
一
世
で
あ
る
か
ら
古
龍
樹
と
は
対
比
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
西
蔵
「
釈
迦
伝
」

の
ご
と
く
、
龍
樹
を
仏
滅
四
百
年
出
世
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

　
西
蔵
史
で
は
馬
鳴
は
、
提
婆
と
と
も
に
龍
樹
の
弟
子
と
す
る
説
は
西
蔵
史
家
の
定
説
で
あ
る
。「
付
法
蔵
因

縁
伝
」
で
は
、
馬
鳴
、
龍
樹
、
提
婆
と
次
第
し
、
西
蔵
史
の
と
は
次
第
相
承
を
顛
倒
し
て
い
る
だ
け
は
相
違

す
る
も
、
馬
鳴
と
龍
樹
と
は
同
時
代
の
前
後
の
出
世
と
す
る
に
お
い
て
は
一
致
す
る
。「
付
法
蔵
因
縁
伝
」

（
蔵
九
、
百
六
右
）
に
、
馬
鳴
は
迦
膩
迦
王
（
第
二
世
）
と
同
時
代
の
出
世
と
し
て
い
る
。

「
爾
時
馬
鳴
即
語
レ
王
言
、
王
能
至
心
聴
二
我
説
法
一
、
隨
順
二
吾
教
一
、
頂
戴
受
持
、
令
下
王
二
此
罪
一
、

不
上
入
二
地
獄
一
、
罽
昵
吒
（
王
）
言
、
善
哉
受
レ
教
、
於
レ
是
馬
鳴
広
為
二
彼
王
一
、
説
二
清
浄
法
一
。」

［
爾
時
、
馬
鳴
す
な
わ
ち
王
に
語
り
て
い
わ
く
、
王
よ
く
至
心
に
我
が
説
法
を
聴
き
、
吾
が
教
え
に
隨

わ

順
し
、
頂
戴
受
持
せ
ば
、
王
を
し
て
こ
の
罪
あ
り
と
も
地
獄
に
入
ら
ざ
ら
し
め
ん
。
罽
昵
吒
（
王
）
い

わ
く
、
よ
き
か
な
、
教
え
を
受
け
ん
。
こ
こ
に
お
い
て
馬
鳴
広
く
、
か
の
王
の
た
め
に
、
清
浄
な
る
法

を
説
け
り
］



　
馬
鳴
が
教
化
せ
る
罽
昵
吒
（
王
）
と
は
正
し
く
迦
膩
迦
王
（kanika

）
の
対
音
で
あ
る
。
迦
膩
色
迦
王

（kaniṣka

）
と
迦
膩
迦
王
（kanika

）
と
は
出
世
年
次
の
次
第
す
る
二
王
同
名
の
異
人
で
あ
る
。
迦
膩
色
迦

王
（kaniṣka

）
は
龍
樹
、
馬
鳴
以
前
出
世
の
第
一
世
で
あ
り
、
迦
膩
迦
（kanika

）
は
龍
樹
と
同
時
代
の
第

二
世
の
王
名
で
あ
る
。Sm

ith

氏
は
「
迦
膩
色
迦
王
の
帰
仏
は
西
暦
一
三
五
年
な
り
」（The Early H

istory of

India. by Sm
ith. p.243

）
と
言
え
り
。
従
来
ま
で
は
、
こ
の
迦
膩
色
迦
王
を
唯
一
人
な
り
と
の
み
認
め
来
た

っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
馬
鳴
が
第
二
世
迦
膩
迦
王
に
送
っ
た
る
西
蔵
訳
文
（
丹
珠
爾
部
）
が
存
し
て
い
る
史

料
に
よ
っ
て
第
一
世
と
第
二
世
迦
王
の
存
在
の
区
別
を
確
か
め
る
を
得
た
の
で
あ
る
。（
拙
著
西
蔵
語
文
法
、
参
照
、

迦
膩
迦
王
の
馬
鳴
に
送
れ
る
書
翰
）

　
馬
鳴
は
自
己
の
著
、「
大
乗
荘
厳
論
経
」（M

ahālaṅkara-śāstra-sūtra, A
.D

.405. K
um

āragīva

の
訳
）
の

中
に
、
自
己
の
著
、「
仏
所
行
讃
」（B

uddhacarita-kāvya, A
.D

.414-421. D
harm

akṣem
a

の
訳
）
を
引
用
し

て
、
迦
膩
迦
王
の
事
跡
を
叙
述
し
て
い
る
。
ま
た
吉
迦
夜
（ki-kiā-ye

）
と
曇
曜
（Tān-yao

）
と
の
共
訳
、

「
雑
宝
蔵
経
」
第
七
（Sam

yuktaratna-pitaka-sūtra, A
.D

.472

）（
宿
十
、
三
二 

）
に
も
、
罽
昵
吒
王
の
事
跡
を

記
し
て
い
わ
く
、

「
時
月
氏
国
有
レ
王
、
名
二
栴
檀
罽
昵
吒
一
、
与
二
三
智
人
一
。
以
為
二
親
友
一
、
第
一
名
二
馬
鳴
菩
薩
一
、

チ
ャ
ン
ダ
カ
ニ
タ

第
二
大
臣
字
二
摩
吒
羅
一
、
第
三
良
医
字
二
遮
羅
迦
一
、
如
レ
此
三
人
王
所
二
親
善
一
」。



［
時
に
月
氏
国
に
王
あ
り
。
栴
檀
罽
昵
吒
と
名
づ
く
。
三
智
人
と
も
っ
て
親
友
と
な
す
。
第
一
は
馬
鳴

菩
薩
と
名
づ
く
。
第
二
は
大
臣
に
し
て
摩
吒
羅
と
字
す
。
第
三
は
良
医
に
し
て
遮
羅
迦
と
字
す
。
か
く

マ
ー
タ
ラ

あ
ざ
な

チ
ャ
ラ
カ

の
ご
と
き
三
人
、
王
の
親
善
す
る
と
こ
ろ
な
り
］

　「
栴
檀
罽
昵
吒
王
」
と
はC

aṇḍa-kanika

王
の
対
音
で
あ
ろ
う
。C

aṇḍa

はfierce, terrible, fearful, violent

の
意
義
を
有
す
る
か
ら
強
暴
な
る
迦
膩
迦
王
、
猛
烈
な
る
迦
膩
迦
王
と
で
も
訳
す
べ
き
も
の
で
、
迦
王
の
政

治
的
治
績
に
お
け
る
強
大
勇
猛
の
性
格
を
表
わ
す
頌
徳
的
形
容
詞
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
迦
膩
迦
王

（
第
二
世
）
の
親
友
と
し
て
馬
鳴
の
外
に
な
お
二
人
あ
り
。
馬
鳴
は
そ
の
第
一
位
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
良
医
な
る
遮
羅
迦
と
は
い
か
な
る
侍
医
で
あ
る
か
。「
付
法
蔵
因
縁
伝
」
第
五
（
蔵
九
、
六
六
五
）
に
よ
れ

ば
、

「
復
有
二
一
医
一
、
名
曰
二
遮
勒
一
、
善
解
二
方
薬
一
、
聡
敏
多
聞
、
利
智
弁
才
、
慈
和
仁
愛
、
罽
昵
吒

カ
ニ
タ

王
、
素
聞
二
其
名
一
、
毎
常
推
覓
。」



［
ま
た
一
医
あ
り
、
名
づ
け
て
遮
勒
と
い
う
。
善
く
方
薬
を
解
し
、
聡
敏
多
聞
、
利
智
弁
才
、
慈
和
仁

愛
。
罽
昵
吒
王
、
素
よ
り
そ
の
名
を
聞
き
、
毎
常
に
推
し
覓
む
］

も
と

つ
ね

も
と

　
こ
の
一
医
の
「
遮
勒
」
と
は
「
雑
宝
蔵
経
」
の
「
遮
羅
迦
」
の
対
音
で
あ
ろ
う
。Sm

ith

氏
は
印
度
歴
史
に

述
べ
て
言
え
り
。

「
龍
樹
と
馬
鳴
と
、
医
術
のC

haraka

と
は
迦
膩
色
迦
王
（kanishka

）
時
代
に
住
め
り
と
い
わ
る
」

と
。

　
こ
の
遮
勒
と
はC

haraka

と
名
づ
け
ら
る
侍
医
と
同
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。W

addell

氏
は
龍
樹
と
迦
膩

迦
王
（
第
二
世
）
の
関
係
を
記
し
て
言
え
り
。

「
絵
画
説
の
初
歩
は
二
世
紀
に
生
存
し
た
る
龍
樹
に
帰
せ
ら
る
。
彼
（
星
海
の
方
）
にScythian

の
迦

膩
色
迦
王
の
保
護
を
受
け
た
り
。
吾
人
は
王
が
仏
教
建
築
の
装
飾
あ
る
多
数
中
に
画
師
を
使
用
し
た
と

い
う
こ
と
を
玄
奘
に
よ
っ
て
知
り
得
た
の
で
あ
る
。」（Lam

aism
, by W

addell. p.108

）

　「
大
毘
婆
沙
論
」
第
二
百
（A

bhidharm
a-m

ahāvibhāśā-śāstra, A
.D

.656-659. H
üen-Thsang

［
玄
奘
］ 

訳
）

と
、「
大
慈
恩
伝
」
第
二
（Life of the teacher of the law

 of Tripitaka w
ho lived in the Tātshzan [great



com
passionate-favour] m

onastery, i.e, H
üen-Thsang.

）
に
出
づ
る
仏
滅
第
四
百
年
代
出
世
の
迦
膩
色
迦
王

な
る
も
の
は
、
す
な
わ
ち
第
一
世
の
迦
膩
色
迦
王
で
あ
る
。
玄
奘
の
「
西
域
記
」
第
三
巻
（
二
六
丁
）
の
迦
湿

弥
羅
国
の
条
に
い
え
る
、「
健
駄
邏
国
迦
膩
色
迦
王
、
以
二
如
来
涅
槃
之
後
、
第
四
百
年
一
、
応
下
期
二
撫
運

一
、
王
風
遠
上
」
［
健
駄
邏
国
の
迦
膩
色
迦
王
は
、
如
来
涅
槃
の
後
、
第
四
百
年
を
も
っ
て
、
期
に
応
じ
、
運
に
撫
い
て
、
王
風
は

し
た
が

遠
く
（
被
う
）
］
と
い
え
る
も
の
も
ま
た
こ
れ
第
一
世
の
迦
膩
色
迦
王
で
あ
る
。
そ
し
て
龍
樹
時
代
の
王
を
も
っ

お
お

て
第
二
世
と
し
、
も
っ
て
龍
樹
と
馬
鳴
と
提
婆
と
に
関
係
す
。
こ
の
第
一
世
と
第
二
世
と
の
相
違
は
王
名
に

つ
い
て
た
だ
「
色
」（ṣ
）
の
一
字
の
有
無
に
よ
っ
て
判
別
せ
ら
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
迦
膩
色
迦
王

（K
aniṣka

）
と
呼
び
、
後
者
を
迦
膩
迦
王
（K

anika

）
と
称
せ
ら
る
。
こ
れ
後
世
歴
史
家
が
迦
王
を
唯
一
人

な
り
と
誤
認
せ
し
結
果
、
こ
の
二
王
間
に
か
か
る
差
別
を
認
め
ざ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ

史
第
十
八
章
「
馬
鳴
の
時
代
」（ p.71
）
に
い
わ
く
。

「（
こ
の
時
）
西
方Tili

と
、M

alava
と
の
国
に
青
年
の
迦
膩
迦
王
（K

anika

）
は
王
位
に
任
命
せ
ら

れ
、
王
は
新
た
に
宝
鉱
二
十
八
ヶ
所
を
発
見
し
、
富
裕
に
生
活
し
、
四
方
に
各
大
伽
藍
を
建
立
し
、
大

小
乗
の
比
丘
三
万
人
を
常
に
供
養
せ
り
。
こ
の
故
に
迦
膩
色
迦
王
（kaniṣka

）
と
、
迦
膩
迦
王

（kanika

）
と
は
同
一
な
ら
ざ
る
を
了
解
せ
ん
こ
と
を
要
す
（R

gyal-po kaniṣka D
aṅ kanika M

i-

gC
ig-par G

o-dG
os-So

）」
と
。



　
こ
の
迦
王
二
人
説
に
つ
い
てA

nton Schiefner

氏
も
同
様
に
言
っ
て
い
る
。

als im
 W

esten im
 Lande Ṭili und M

âlava ein an Jahren junger K
önig K

anika in die H
errschaft

gew
ählt w

urde. ...................................................... dass der K
önig K

anischka und K
anika nicht

eine und dieselbe Person sind.

（Târanâtha's G
eschichte D

es B
uddhism

us. p.89-90

）

［
西
方
の
テ
ィ
リ
お
よ
び
マ
ラ
ヴ
ァ
の
地
に
お
い
て
、
若
年
の
王
カ
ニ
カ
が
統
治
者
と
し
て
選
ば
れ

た
。…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
た
が
っ
て
、
王
カ
ニ
シ
カ
と
カ
ニ
カ
は
同
一
人
物
で
は
な

い
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
］

　
同
史
同
章
（p.72

）
に
、
馬
鳴
は
龍
樹
の
弟
子
阿
利
耶
提
婆
（Ā

ryadeva

）
に
教
化
せ
ら
れ
、
仏
門
に
入

り
、「
百
五
十
讃
」（Śatapañcāśatka-nām

a-stotra
）
等
を
著
し
て
仏
徳
を
讃
称
し
た
る
記
事
あ
り
。
こ
れ
に

よ
り
て
龍
樹
は
迦
膩
迦
王
（
第
二
世
）
時
代
に
お
い
て
、
提
婆
、
馬
鳴
、
龍
猛
（
龍
叫
）
と
ほ
と
ん
ど
同
時
代

の
師
資
相
承
の
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
ら
る
で
あ
ろ
う
。

　
上
に
引
用
せ
る
「
摩
訶
摩
耶
経
」
に
、
仏
の
懸
記
と
し
て
龍
樹
の
出
世
を
仏
滅
七
百
歳
の
後
な
り
と
せ
る

説
は
、
ヴ
ェ
ン
セ
ン
ト
・
ス
ミ
ス
氏
の
仏
滅
年
代
を
西
暦
前
四
百
八
十
七
年
説
や
、「
衆
聖
点
記
」
の
推
定



説
、
西
暦
前
四
百
八
十
五
年
説
に
比
較
す
れ
ば
、
龍
樹
は
西
暦
二
世
紀
年
代
の
出
世
と
な
る
。
ス
ミ
ス
氏
の

迦
膩
色
迦
王
の
帰
仏
を
西
暦
百
三
十
年
な
り
と
（
古
代
印
度
史
二
四
三
頁
）
せ
る
迦
王
は
す
な
わ
ち
第
二
世
の
迦
王

で
あ
る
。

　
龍
樹
の
著
、「
大
智
度
論
」、「
十
住
毘
婆
沙
論
」（D
aśabhūm

i-vibhāṣā-śāstra, A
.D

.405, K
um

ārajīva

の

訳
）
等
に
お
け
る
思
想
は
大
無
量
寿
経
、
阿
弥
陀
経
等
の
浄
土
思
想
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
て
あ
る
の
で
、

大
無
量
寿
経
は
西
暦
二
五
六
年
に
康
僧
鎧
（Saṅigha-varm

an; 

康
と
はK

okand

国
）
に
よ
っ
て
訳
出
せ
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
龍
樹
は
少
な
く
と
も
大
無
量
寿
経
の
漢
訳
時
代
の
前
後
に
お
い
て
出
現
せ
し
も
の
と
見
な

け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ケ
ル
ン
氏
は
龍
樹
に
つ
い
て
述
べ
て
い
わ
く
。

「
大
乗
経
典
大
無
量
寿
経
が
西
暦
百
四
十
八
年
よ
り
百
七
十
年
間
に
初
め
て
漢
語
に
訳
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
を
記
す
れ
ば
足
る
。
ま
た
迦
膩
色
迦
の
下
に
行
わ
れ
た
結
集
の
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
龍
樹
は
大
乗
教

の
創
建
者
で
あ
る
と
い
う
伝
説
も
ま
た
正
確
で
あ
る
な
れ
ば
、
前
記
の
経
は
新
宗
教
で
編
成
し
、
ま
た

採
用
し
た
る
第
一
番
の
書
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」（M

anual of Indian B
uddhism

, by

H
einrich K

ern. Introduction, c. p.10

）

　
ヘ
ル
ン
レ
ー
氏
は
、
迦
王
（K

anishka

）
の
下
に
聖
典
の
結
集
がPunjab

のJalandhar

地
に
て
開
催
せ
ら

れ
た
、
そ
は
大
乗
の
聖
典
結
集
で
あ
る
。
詩
人
で
監
督
で
あ
る
馬
鳴
（A

ṣvaghosha

）
は
迦
王
と
同
時
代
の



も
の
で
、
仏
所
行
讃
（B

uddhacarita

）
を
著
し
た
。
ほ
と
ん
どA

.D
.11O

に
大
使
徒
に
し
て
有
名
な
る
龍
樹

（N
āgārjuna

）
が
出
て
「
大
智
度
論
」（Prajñāpāram

itā

）
を
造
っ
た
と
。（A

 H
istory of India, by

H
oernle, p.51

）

　
以
上
の
史
料
を
総
合
し
て
考
う
る
に
龍
樹
の
出
生
年
代
は
西
暦
二
世
紀
ご
ろ
に
し
て
、「
付
法
蔵
因
縁
伝
」

（A
.D

.472. 
吉
伽
夜
・
曇
曜
共
訳
）
に
出
づ
る
龍
樹
も
、
ま
た
「
龍
樹
菩
薩
伝
」
に
出
づ
る
龍
樹
も
、
等
し

く
顕
教
に
属
す
る
龍
樹
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
う
。

（
三
）
古
龍
樹
の
名
義
に
つ
い
て

　
龍
樹
伝
に
関
連
し
て
、
龍
宮
物
語
、
ま
た
は
龍
神
譚
の
発
生
す
る
ゆ
え
ん
は
、
由
来
印
度
神
話
と
し
て
早

き
時
代
よ
り
発
生
し
、
支
那
に
て
は
周
書
等
に
出
て
い
る
が
、
印
度
で
は
殊
に
西
暦
一
世
紀
半
に
至
っ
て
は

仏
教
保
護
神
と
し
て
無
数
の
龍
神
話
を
有
す
る
経
典
が
簇
出
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
げ
に
有
史
以
前
に

そ
う
し
ゅ
つ

爬
虫
類
が
こ
の
世
界
を
横
行
せ
し
時
代
に
は
、
人
間
を
始
め
、
他
の
動
物
を
脅
か
し
た
記
憶
が
何
百
万
年
と

生
物
の
骨
身
に
浸
潤
し
て
消
え
な
い
。
実
際
頭
か
ら
尻
尾
ま
で
二
十
間
以
上
も
あ
ろ
う
と
い
う
蜥
蜴
み
た
い

と
か
げ

な
怪
物
が
の
た
う
ち
ま
わ
っ
た
光
景
は
、
生
物
界
の
恐
怖
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
元
来
那
伽
（N

āga

）
の



神
話
は
、
那
伽
族
す
な
わ
ち
龍
蛇
を
崇
拝
し
た
那
伽
族
を
神
話
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
那
伽
族
は
一
時
勢
力

を
有
し
、
そ
の
王
は
南
印
度
の
末
土
羅
（M

athura

）、
鉢
土
摩
婆
抵
（Padm

avati

）
等
の
諸
州
を
領
有
し
、

現
今
の
那
伽
補
盧
（N

āgapur

）
は
「
那
伽
市
」
の
義
で
、
那
伽
族
に
そ
の
名
の
起
源
を
有
し
、
印
度
西
部

の
高
原
地
に
も
今
な
お
生
住
し
て
い
る
那
伽
族
と
称
す
る
も
の
で
、
印
度
人
種
学
上
に
お
い
て
は
こ
れ
恐
ら

く
塞
種
族
（Seythic race

）
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
龍
樹
の
名
義—

—
西
暦
四
〇
七
年
代
に
羅
什
の
訳
出
せ
る
「
龍
樹
菩
薩
伝
」（
蔵
九
、
二
四
右
）、
元
魏
の
吉
迦

夜
と
、
曇
曜
の
共
訳
な
る
「
付
法
蔵
因
縁
伝
」（
蔵
九
、
四
七
右 A

.D
.472

）、W
assiljew

's B
uddhism

us

（p.212

）

等
に
は
龍
樹
の
訳
名
を
も
っ
て
記
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
龍
樹
（
龍
勝
）
の
著
書
「
順
中
論
」

（M
adhyāntanugam

a-śāstra
）
の
無
著
（A

saṅga

）
の
釈
を
元
魏
の
瞿
曇
般
若
流
支
（G

autam
a

prajñāruci, A
.D

.543

）
が
訳
出
せ
る
序
文
に
は
、

「
諸
国
語
言
、
中
天
音
正
、
彼
言
那
伽
夷
離
淳
那
、
此
云
二
龍
勝
一
、
名
味
皆
足
、
上
世
徳
人
、
言
二
龍

樹
一
者
、
片
合
一
廂
、
未
二
是
全
当
一
。
龍
勝
菩
薩
通
法
之
師
、
依
二
大
般
若
一
、
而
造
二
中
論
衆
典
一
。」

［
諸
国
の
語
言
あ
れ
ど
、
中
天
の
音
、
正
し
。
か
の
言
に
那
伽
夷
離
淳
那
、
こ
れ
を
龍
勝
と
い
う
。
名

味
、
皆
足
れ
り
。
上
世
の
徳
人
が
龍
樹
と
言
う
は
、
片
え
に
一
廂
に
合
す
の
み
、
未
だ
こ
れ
全
き
に
当



た
ら
ず
。
龍
勝
菩
薩
は
通
法
の
師
に
し
て
、
大
般
若
に
依
り
て
、
中
論
衆
典
を
造
れ
り
］

　
慧
晃
の
著
「
枳
橘
易
土
集
」（
三
一
一
）
に
は
「
順
中
論
」、「
釈
迦
方
誌
」、「
西
域
記
」、「
楞
伽
経
」
の
龍
樹

に
関
す
る
語
源
を
集
め
て
い
る
。
い
わ
く
。

「
順
中
論
翻
訳
之
記
云
、
那
伽
夷
離
淳
那
（N

āga-V
irujuna

）、
此
云
二
龍
勝
一
、
菩
薩
名
也
。

釈
迦
方
誌
云
、
那
伽
閼
剌
樹
那
菩
薩
、
此
云
二
龍
猛
一
、
或
云
二
龍
樹
一
。

西
域
記
第
八
云
、
南
印
度
、
那
伽
閼
剌
樹
那
菩
薩
、
唐
言
二
龍
猛
一
、
旧
訳
曰
二
龍
樹
一
非
也
。

楞
伽
経
（
十
巻
之
本
第
九
）
云
、
大
慧
汝
応
レ
知
、
善
逝
涅
槃
後
、
未
来
世
、
当
レ
有
レ
持
二
於
我
法
一
者
、
南

天
竺
国
中
、
大
名
徳
比
丘
、
厥
号
為
二
龍
樹
一
、
能
破
二
有
無
見
一
、
得
二
初
歓
喜
地
一
、
往
二
生
国
一
。
或

名
二
龍
勝
一
、
或
名
二
龍
猛
一
、
立
レ
名
雖
レ
異
、
其
体
無
レ
殊
。



こ
の
続
き
は
製
品
版
に
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


